
 

【重要】 

本製品は担架で傷病者を搬送するため際の補助器具です。この使用目

的以外のご使用は絶対におやめください。また、危険な環境（急こう

配や悪天候時、不安定な場所等）でのご使用はおやめください。患者

が転落して重大な事故につながる恐れがあります。 

※改造は絶対におやめください。故障の原因になり大変危険です。 

 

【注意】 

階段や坂道ではできるだけ平行になるようにし、念のため持ち手も持

ち、ハーネスが外れないように注意して搬送してください。また、患

者の体重が重い、搬送する側の力がない等ハーネスを付けた状態でう

まく搬送できないと判断した場合は、ハーネスの使用を中止し、複数

人が手で担架を持って搬送してください。 

 

 

 

 

 

カスタマーサービス 
 

商品を正しくお使いいただいた上で問題が生じましたら、弊社までご連絡ください。 

お客様側の過失による問題につきましては、弊社にて責任を負いかねますので予め了承ください。その他、お気付きの点が

ございましたら、弊社までご連絡ください。 

ご購入年月日         年    月     日 
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担架用ハーネス 

 
 

取扱説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ご使用する前に 

かならずお読み下さい 

 

仕様 

重量 約 1kg 

耐荷重 100kg 

サイズ フリーサイズ 

本体材質 塩化ビニール、ナイロン 

バックル プラスチック 

原産国 中国 



担架用ハーネス 

   
■ 担架を搬送する人がベストのように着用して使用します。ハーネスの先端を担架の持ち手部分に引っ

掛ければ、腕力を使わず楽に搬送することができます。 

■ ハーネスの長さは調整可能です。二人とも進行方向を向いて搬送することもできるので、先頭の搬送

者がドアを開けるなどの操作が可能です。 

■ 弊社取扱いの折りたたみ担架、スクープストレッチャー、スパインボード、バスケットストレッチャ

ーなど、ほとんどの担架に使用可能です。 

注）傷病者の搬送は、医師や救急隊員の指示に従い適切な方法で行ってください。頭部を強打した場合

や脊椎損傷が疑われる場合などは無理に動かさず、救急隊の到着を待つか医師や救急隊員の指示を仰い

でください。 

 

◆ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みください。誤ったご使用は事故の原因になります。 

また、保証書が付いておりますので大切に保管してください。 

※製品の改良などにより、この「取扱説明書」の内容と一部異なる場合があります。ご了承ください。 

 

【ご使用前に】 

1. まず内容品（ハーネス本体、本説明書、保証書）を確認してください。 

2. 本製品が破損していないか、部品の不足・欠陥はないかなどを確認してください。 

もし異常がありましたら、ただちに販売店もしくは弊社までご連絡ください。 

 

メンテナンス  

• 本製品は使用後はもちろん、使用しない場合でも半年に一度は点検してください。 

• 破れや穴がないか等を確認してください。 

• 汚れた場合は中性洗剤をつけた布で拭いた後、乾いた布で仕上げ拭きをしてください。 

• 直射日光下など高温多湿の場所での保管はおやめください。 

 

【使用方法】 

1. バックルを外してハーネスをベストのように着用します。中央部のバックルを締めたら、体型や

担架幅に合わせてバックルに付いているベルトの長さを調整してください。 

 

2. 左右の輪になっている部分を担架の持ち手に引っ掛けます。身長に合わせて長さを調整してくだ

さい。※担架が平行になるように調整してください。持ち手に引っかかりがある場合はハーネス

が抜けないように引っかけた状態でお使いください。 

 
3. 担架をゆっくりと持ち上げ、搬送します。傷病者が落ちないように平行に保ちくれぐれも注意し

てご使用ください。 

 
【安全にお使いになるために】 

ハーネスの先端は輪になっていますが、担架の持ち手部分に引っかかりがない場合、搬送時に外れない

ように注意してご使用ください。また、バスケットストレッチャーやスパインボードで使用する場合は、

一旦ベルトをほどいて持ち手穴に通した後ベルトを締めなおす必要がありますので、こちらも外れない

ようにしっかりとベルトを締めてご使用ください。なお、ハーネスを使用して搬送する時は念の為に両

手も持ち手部分に添えるようにしてください。手を離して患者をケアする場合は立ち止まって安全を確

認した状態で行ってください。 


